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＜連絡事項＞
・本日、当直の田中Dｒですが、病院の到着時間が19：30頃になります。到着までの間、田名部Dｒに待機をお願いしていますので、田名部Drに連絡をお願いします。

・2/27(水)　17:30～18:30事故対策関連の院内研修があります。

＜患者様連絡事項＞
・倉橋　生子様～青風荘スタッフ　小坂氏より、3/7（木）14：00～青明舎スタッフの沢口氏がモニタリングの為、来院するそうです。

・巴　勇樹様～3/1（金）～禁煙となります。ノンシュガーの飴を希望時に5個/日（プログラム時間以外）まで渡して下さい。（タバコの残ある時は、1本/日まで）苛々した時は、頓服薬をすすめていきましょう。

・小向　静江様～2/28（木）11：00～主治医面談予定ですが、御家族と連絡が取れていない為、勤務帯毎で電話連絡していきましょう。

・滝田　英人様～怒り口調での独語があり、夜間の睡眠も取れていない事から、2/20就床前よりオランザピンOD(5)1T　1×寝る前　7日分処方となっていました。2/27～同内容で7日分処方となり以後定期となります。



＜要注目患者様＞
・内田　都影様～昨日、部屋移動にて不機嫌となり、その後澤田様と煙草のやり取りが見られています。煙草を1本返してくる事はありますが、詰所前ベンチにずっと座り、詰所の中や周囲の他患を観察したり、たわいのない話し掛けが続いています。準夜帯では、他者を批判する発言や性的な発言も聞かれています。本日は、話し掛け多くスタッフの機嫌取りをしています。行動に注意し、他者トラブルにならない様にしていきましょう。

・澤田　德則様～昨日は、内田様との煙草のやり取りが見られスタッフ介入しています。イライラの訴えはなく、セパゾンの服用はみられません。本日は、作業時に他病棟患者様と会話しながら取り組まれています。他人との関りが嫌いと言いつつ、他者がいる昼食テーブルに座っているなど普段と異なる行動も継続して見られている為、様子を観察していきましょう。

・成田　富士子様～昨日は、他者への不満を話し、朝食後と昼食後にロラゼパムの服用をしています。準夜帯では、他者交流について相談しに来られています。「周りに振り回されない様にと先生から言われている」と話し、先生の助言通りでよいのではないか、距離を取る事も良い考えである事をスタッフから言われ了解はしています。特定の患者様が食べ終えるのを待って、一緒にレストランから戻って来ている事が見られています。物のやり取りのない様血糖値の変動にも注意していきましょう。突発的な行動をしないように様子を観察していきましょう。

・倉橋　生子様～朝食は全量摂取、昼食は一度レストランへ行き列に並んでいる途中で「食
べない」と戻っています。お腹に何も入れない状態で昼食後薬を内服し
ようとし、声掛けにて行かれ2/3摂取しています。話し掛けは無く、他
者トラブルもありません。

・瀧澤　杏奈様～朝食は1/2摂取、昼食は2/3摂取しています。本日は、1人ニヤニヤしながらベンチに座っていたり、お尻を触られたと訴えてきていますが、切迫した様子はありません。再度様子を確認すると、「西病棟へ行くときに触られたんです。あとＳ・Ｔさんも昨日テレビ見てるときに手を掴んできて・・・・あの人も（Ｉ・Ｍ様）もガンってぶつかってきて嫌なんです。」と男性患者様に対しての被害妄想的な話を始めています。集団生活している為、自分だけ別に移動する事は不可能であり、触られるような距離にいない事やスタッフの側で一緒に移動するよう伝えています。
・佐々木　淳様～2/23頃より食事の残食や拒食見られています。服薬の拒否はありません。
「下痢をしている」と訴え、昨日は下痢を3回したとの事。流さないでス
タッフに見せる様に説明し、水様便中等量排泄確認しています。腹痛など
はないとの事。生水は飲用せず、白湯を飲む様に、スタッフ側で白湯を準
備しておき本人様にも声掛けしています。本日は、朝食は牛乳のみ摂取、
昼食は全量摂取しています。午前の作業は「腹が痛い」と不参加し、自室
で休まれています。午後の入浴はスタッフ声掛けにも拒否され、無視して
います。

＜深澤Ｄｒケース検討＞
・内田　都影様～昨日の事を帳消しに使用と、スタッフに話し掛けご機嫌取りをしている様子があります。作業へも足腰が弱くなっている等と理由を付け、移動を拒否する事があります。妄想に左右された内容も聞かれています。引き続き、時間を守るよう声かけをして規則正しい生活を送れるよう介入していきましょう。
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